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御 茶 の 水 キ リ ス ト の 教 会 

 

５月１０日(月) 

イエス様の人間性 

聖書朗読  ルカ７：１１～１７ 

 しかし主よ。あなたは、あわれみ深く、情け深い神。怒るのにおそく、恵みと 

まとことに富んでおられます。              詩篇８６：１５ 

 

  ルカの福音書は常に、私が聖書の中で最も好きな本の一つです。徹底的な調査

や、目撃者の報告、そして非常に細やかな記述が好きなのです。私たちはイエス様

の家族について、イエス様の生まれについて、そしてイエス様の若いころの生活に

ついてとても多くのことを学ぶことができます。しかし私が一番好きなところは、

ルカがイエス様の人間性についてとても多くのことを私たちに語ってくれるとこ

ろです。 

  今日の聖書朗読箇所は、イエス様のあわれみ深さを私たちに見せてくれます。

イエス様とその弟子たちは、ある青年の葬儀が進行しているのに行き当ったとき、

ナインと呼ばれる小さな町に向かっていました。参列者とともに歩いていたのは、

むせび泣く母親でした。イエス様は彼女を見たとき「かわいそうに思い」（ルカ

7:13）ました。英語で憐れみを表すcompassionという言葉の起源はラテン語で、

その意味は「共に苦しむ」というものです。イエス様は彼女が苦しんでいたのと同

じ心の痛みに苦しみながら、彼女の心の中におられたのです。 

  イエス様のあわれみのゆえに、私たちもあわれみの心を実践しましょう。道を

下って、お年寄りの女性が何もできないでいるのを見て、草刈りを手伝いましょう。

若い母親がもがいているのを見て、彼女が食品や雑貨を車に乗せるのを手伝いまし

ょう。イエス様に焦点を合わせて、その御心のうちにあわれみを見て、よりイエス

様に似た者となりましょう。 

 

讃美歌  Ⅱ２６ 

祈 り 天のお父様、私にイエス様のあわれみを与え、私が見かけた苦しんでいる

人たちを助けるために、手を伸ばしてください。 

イエス様の御名により。アーメン。 

 

キャサリーン・ナウフ 

                         オレゴン州サレム 



 

５月１１日(火) 

罪人をどのように扱うか 

聖書朗読  ルカ７:３６～５０ 

 そして女に、「あなたの罪は赦されています。」と言われた。   

ルカ７：４８ 

 

  二人の債務者に関するたとえ話で、イエス様は、ある人たちのそれが他の人たち

よりも明らかに多大な負債を持っているように見えても、私たち全員が負債――つま

り罪を持っていることを思い起こさせます。私たち全員が罪人なので、私たちは皆を

親切心と尊敬をもって扱うべきです。 

  私たちはイエス様を必要とする人たちを見つけるために、大通りにも脇道にも行

きます。都会の貧民街でのプログラムは、貧しい人たちに必要な糧をシェアすると同

時に霊的な助けをもたらします。多くの信徒が、貧しい人たちに食べ物や服や医療的

な助けを届けているのと同時に、まだ聞いたことのない人に福音を届けるために勤勉

に労しています。 

  いくつかの場所では、依存症に苦しんでいる人々、深い悲しみを負った人たちが

食事と聖書研究と分かち合いをする会を毎週開いています。多くの人たちがそのよう

なプログラムを通じてイエス様に救い出されています。 

  私たちが仕事や学校や近所づきあいの中で、困難な時を過ごし私たちの助けを必

要としている人たち、イエス様の物語をまったく知らない人たちに気持ちを向けるこ

とができるように祈りましょう。 

  イエス様は、私たちがイエス様に従って他人に手を伸ばし励まそうとする中で自

分自身の弱さに気付き、他人の霊的な必要に対して敏感であるようにと仰っているの

ではないでしょうか。 

 

讃美歌  ３９１ 

祈 り お父様、罪人である私が、他の罪人たち、とりわけ無視されている人たち

を助ける方法を見つけることができるよう助けてください。イエス様を感

謝します。私がイエス様を他の人たちの元に連れて行くのを助けてくださ

い。 

イエス様を通じて祈ります。アーメン。 

 

スタフォード・ノース 

                            

 

５月１２日（水） 

静まれ！ 

聖書朗読  ルカ８：２２～２５ 

 イエスは彼らに、「あなたがたの信仰はどこにあるのです。」と言われた。弟た 

ちは驚き恐れて互いに言った。「風も水も、お命じになれば従うとは、いったい 

この方はどういう方なのだろう。」             ルカ８：２５ 

   

イエス様が風と波に静まるようにお命じになると、すぐに嵐はやみました。この

物語は私の心を喜びで満たします。 

  イエス様は嵐が来るのを見ていませんでしたし、弟子たちに対して船のハッチを

閉じるように警告もしませんでした。イエス様はぐっすり眠っておられたのです。嵐

が大きくなてくると、弟子たちは自分たちの命の心配をしました。彼らはイエス様を

呼びました。船は水で一杯になりました。イエス様は風をお叱りになり、瞬く間に自

分たちの周りを静かにさせました。風はもはや吹いておらず、海はガラスの表面のよ

うに滑らかでした。弟子たちはイエス様の力に仰天しました。 

  私たちが船の中で独りではないということを知るのは、なんと心強いことでしょ

う。イエス様は私たちと共におられ、私たちを安全に守っていてくださいます。イエ

ス様が一緒に船に乗っていてくださるので、私たちは自分を包む荒れ狂う嵐を心配す

る必要はないのです。イエス様は、私たちの船を揺るがす嵐を鎮めてくださるでしょ

う。イエス様の力は驚くべきものです。イエス様は私たちの心の内に平安を与えてく

ださり、私たちの世界を平安で満たしてくださるでしょう。イエス様は私たちを愛で

包んでくださり、どんな嵐が来ても私たちを安全に守ってくださるでしょう。なんと

すばらしいことでしょうか！ 

 

讃美歌 ５２０ 

祈 り イエス様、私を愛してくださり、嵐の中で私と共にいてくださりありがと

うございます。神様、聖霊を通じて私をずっと捕らえていてくださるあな

たの偉大な力に感謝します。 

あなたの尊い御名により。アーメン 

 

ジェーン・ガン 

                         テキサス州 ネダーランド 



 

５月１３日（木） 

主にある評価とは？ 

聖書朗読  ルカ１１：４６～５４ 

 そして、彼らのうちのひとりの律法の専門家が、イエスをためそうとして、尋ね 

た。「先生。律法の中で、たいせつな戒めはどれですか。」    

マタイ２２：３５～３６ 

 

  最終試験はとても緊張に満ちたものであるかもしれませんが、ある生徒が授業中

に立ち上がって教授に「私はこの授業でＡを取っているので、最終試験を受ける必要

はないですよね。」と言った時には驚きました。教授はその生徒に、最終試験を受けな

ければ一つ下の評価に落ちると注意しました。その生徒は「ですが、私は弁護士にな

るつもりなんです、Ａよりも低い評価を取ることはできないんです！」と叫び返しま

した。 

  イエス様もまた、律法の専門家と称するようなパリサイ人たちの非論理的な議論

に付き合わなければなりませんでした。ある律法学者は律法を寄せ集めで解釈する者

であり、権力を持っていました。ルカの福音書で、イエス様は人々が神様の救いを受

け入れるのを邪魔する律法学者を厳しく叱責しました。パリサイ人たちはことあるご

とにイエス様に質問をして、それをイエス様を陥れる時として利用していました。に

もかかわらず、イエス様はパリサイ人の目論見をひっくり返して彼らに質問をし、「だ

れもイエスに一言も答えることができなかった。また、その日以来、もはやだれも、

イエスにあえて質問をする者はなかった。」（マタイ２２：４６） 

  みことばの光の中で自分たちの人生を見直すことは、主にある一歩を踏み出すこ

とでもあります。イエス様は律法をご存知であり、愛をもって人々を教えるためにそ

の律法を使われます。裁くためではありません。 

 

讃美歌 ３２４ 

祈 り 私たちの父であり創造主である方、狂っていく世界の中で生きている私た

ちに、他の人々、特に私たちとは違う物の見方をする人たちを導く知恵を

与えてください。私たちが愛のうちに真実を示すことによって、主にある

正しさを実践することができますように。 

イエス様の聖なる御名により。アーメン。 

 

ロバート・ヴィクター 

                        カリフォルニア州 ダウニー 

 

５月１４日（金） 

あなたはどちらの川を渡るか 

聖書朗読  ルカ１６：１９～３１ 

 金持ちも死んで葬られた。                ルカ１６：２２ 

 

  あなたは「On Jordan’s Stormy Banks I Stand」という歌を覚えていますか？ そ

の歌詞はイスラエル人がヨルダン川を渡ってカナンの地に入ったように、私たちも川

を渡ることを期待させます。しかし、そこを渡るということは、永遠の命に導かれる

ということです。ギリシャ人は船頭が人々をハデスに連れていくステュクス川を渡ら

なければならないと考え、ローマ人はルビコン川を「帰らずの川」であると語ってい

ました。それは死の詩的表現です。しかし、今日の聖書箇所に書かれている物乞いの

死は、本当に栄光に溢れるものでした。彼は天使によってアブラハムの元へと連れて

行かれたのです。この世では物乞いは金持ちの門前に座り、残り物を乞うていました。

彼は犬が舐めにくるおできに覆われていました。それでも、彼にはこのような壮麗な

出口があったのです。 

  これは、神様への信仰を義として数え、へりくだる者を高くあげられる神にのみ

可能な出来事です。物乞いのことを気にもかけなかった金持ちは、ただ死んで、そし

て葬られました。彼は舌を冷やすための水を求めるまで、何も求めていなかったので

す。 

  今日あなたがこの歌「On Jordan’s Stormy Bank I Stand」を口ずさむ時、私た

ちの代わりに死んでくださり、私たちを探し出して救おうというあわれみを下さった

イエス様のめぐみを、神様に感謝しましょう。 

 

讃美歌 On Jordan’s Stormy Bank I Stand  

祈 り 神聖なる主よ、私たちがいつかあなたの王座の前に立ち、天使と力強いコ

ーラスで共に歌うことができますように。 

イエス様の御名により。アーメン。 

 

ジョージ・Ｖ・モーテンセン 

                  ワシントン州 カークランド  



 

５月１５日（土） 

二つの評判 

聖書朗読  ルカ１９：１～１０ 

 ですから、喜びにあふれて、主にあって、彼（エパフロデト）を迎えてください。

また、彼のような人々には尊敬を払いなさい。       ピリピ２：２９ 

 

  テレビのパーソナリティでありジャーナリストであるジュリアナ・ランシックは

あるとき「失った評判を取り戻すことは二度とできません」と言いました。まさにそ

の通りです。評判とは天気や空気のように存在するものです。イエス様の神様に対す

る絶対的な信頼と全ての人々に対する気遣いは、評判が評判を呼び、多くの人々がイ

エス様のあとを追い求めました。福音書には、人々がイエス様から命を救う言葉を聞

くことを望み、何らかの祝福を受けることを願って長衣に触り、あるいは絶望から癒

してくれることを願いイエス様について行った人々の物語について語っています。イ

エス様の優しさは忘れることのできないものでした。 

  一方で、ザアカイは、十分に持っていない人々からお金を取り上げることで知ら

れていました。彼は嫌われているローマ人のために働くユダヤ人の取税人であり、必

要以上に税金を取るという評判を持っていました。彼はそれを自分の利益を肥すため

にしていました――それらのすべては合法的ではありましたが、ひとかけらのあわれ

みはありませんでした。ザアカイは強欲で、ユダヤ人にひどい仕打ちをするローマ人

のために働き、あわれみを持たないことで知られていました。 

  イエス様がザアカイの家に行った時、群衆はそれを好みませんでした。「あの方は

罪人のところに行って客となられた。」（7 節）ザアカイもまた違う意味でどうしよう

もない評判を持っていました。しかし、ザアカイはイエス様の愛を受け入れ従うこと

を通して、新しい評判をつくることができることを私たちに示してくれました。 

 

讃美歌  ２９４ 

祈 り 親愛なるお父様、私たちがまがい物であったり自己中心であったりする時、

自分で気づくことができるように助けてください。私たちのうちに、人々

からの信頼を構築できるようなあわれみと寛大さの霊を耕してください。 

イエス様の御名によりこのことを祈ります。アーメン。 

 

ブルース・Ｗ・ローグ 

                        カリフォルニア州 マーセド 

 

５月１６日(日) 

私たちの罪を引き受ける 

聖書朗読  ルカ２３ 

 神は、罪を知らない方を、私たちの代わりに罪とされました。それは、私たちが、

この方にあって、神の義となるためです。       Ⅱコリント５：２１ 

 

私たちのうちで誰が、他人の罪を無償で引き受けるでしょうか？ 母親ならもし

かしたら？ 配偶者なら？ 

しかし私たちが罪を犯すよりもずっと前に、私たちの父なる神様は全ての私たち、

つまり、どんなに悪いことをした者のためにも計画を立てられました。神様は私たち

全てを最大限に愛してくださったのです。 

神様は私たちのうちの一人も滅びることを望んでおられません。神様は私たちに

「重荷を負っている人は、わたしの元に来なさい」と切望されます。 

神様は私たちから決して遠くないところにおられるにも関わらず、私たちに一切

強制をされません。神様は招きの言葉で優しく私たちに囁きますが、強要することは

しません。 

私たちのうちの一人たりとも、カルバリ山での神様のかけがえのない犠牲に値す

る者はいません。私たちの過去に出来たよるあらゆる傷は、イエス様が亡くなる時に

癒され、それゆえに私たちは生きることができるのです。 

イエス様、世界から罪を取り除かれる神様の完全な子羊は、私たちのただ一つの

望みであり、すぐそばにおられる方です。ですから私たちがイエス様の近くにいると

感じないなら、私たちは神様から遠ざかってしまったに違いありません。私たちは自

分を救ってくれる他の物や人々を求めて彷徨っていないでしょうか？ あるいは私た

ちを評価してくれる誰かの方にいってしまってはいませんか？ 

神様だけに栄光を帰するようにしましょう。その永遠の愛、親切な呼びかけ、私

たちを近くに引き寄せるために辛抱強く伸ばされる手のゆえに神様を讃美しましょう。 

 

讃美歌 ５１７ 

祈 り   親愛なる神様、あなたの御子は、不完全に生きる私たちが希望を持つこと

ができるように完全な人生を歩まれました。この贖いの賜物のゆえに、あ

なたの聖なる臨在を讃美します。 

イエス様の御名により。アーメン。 

 

スティーブン・クラーク・ゴード 

                   カリフォルニア州 ブライズ  

 


